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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

代表第１号 氏 名   佐藤 悟     

 

質 問 項 目 

№ １ 
施政方針について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）激動の時代における市政運営について 

   市制施行 70 周年の節目の年を迎え、明るい未来に向けた市政

運営を問う。 

 

（２）令和７年度予算について 

ア 財政運営の厳しさが増す中で、過去最大の予算規模となった 

要因について問う。 

  イ 重点施策について問う。 

  

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
市制施行 70 周年について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）主要事業について 

   市民の愛着・誇りを醸成するための記念事業について問う。 

 

（２）健康について 

人生 100 年時代を見据えた市民の健康づくりについて問う。 

 

（３）環境について 

持続可能な社会を目指すための環境に関する取組について問 

う。 
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代表第１号 氏 名   佐藤 悟     

 

質 問 項 目 

№ ３ 
まちづくり推進計画について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）こども夢・チャレンジ№１都市の実現について 

ア 子どもたちをまち全体で応援する取組について問う。 

イ 新たな時代を生き抜くための学びについて問う。 

ウ 将来を見据えた教育環境の整備について問う。 

 

（２）健康・支え合い循環都市の実現について 

   高齢化がますます進展する中、地域での支え合い活動につい

て問う。 

 

（３）魅力・活力創造都市の実現について 

ア 地域経済の活性化のための取組について問う。 

イ 魅力と活力ある中心市街地の創出のための取組について問 

う。 

ウ 夢と希望あふれる東部地域の振興のための取組について問 

う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ４ 
市民生活を支える重要事業について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）地域の重要なインフラである道路・公共交通について 

ア 道路陥没事故を防ぐための下水道の安全管理について問う。 

イ 産業都市として円滑な物流・通勤の確保に向けた道路渋滞へ 

の対策について問う。 

ウ 運転手不足など、公共交通を取り巻く状況が厳しさを増す 

中、こまき巡回バス「こまくる」の今後について問う。 

 

（２）地域共生社会の実現について 

誰もが役割を持てる地域共生社会の実現に向けた取組につい 

て問う。 
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代表第１号 氏 名   佐藤 悟     

 

質 問 項 目 

№ ５ 
行政ＤＸについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）行政ＤＸの必要性について 

人口減少社会の到来を踏まえ、本市のＤＸに対する考えを問 

う。 

 

（２）行政ＤＸの取組状況について 

市民も職員も利用しやすい行政ＤＸの取組状況について問う。 
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代表第２号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ １ 
施政方針について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）令和７年度の予算編成について 

市長は近年、財政運営が厳しく予算編成が大変と言われてい 

るが、現状と対策について問う。 

ア 現状を問う。 

イ 今後の財政見通しについて問う。 

 

（２）重点施策について 

厳しい財政状況下ではあるが、そんな中でも市民サービスを 

低下させず、市制 70 周年記念事業も華やかに実施する予定な 

ど、かなり苦慮されたと思う。予算編成にあたり令和７年度の 

重点施策を問う。 

 

（３）市長の市政への想いを問う。 
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代表第２号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ ２ 
公共交通について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）上飯田連絡線の延伸について 

平成 14 年度に上飯田連絡線が開通し、小牧から栄へ行く場合 

に大変便利になったが、名古屋駅へ行く際、乗り継ぎが２回も 

必要な為、乗り継ぎ回数を減らし、更なる利便性を望む。 

ア 現在の状況を問う。 

イ 今後の展開を問う。 

 

（２）こまき巡回バス「こまくる」について 

バスの台数、バス停数、予算においても本市規模で比較する 

と全国でもトップクラスの充実だと思う。ただ、それでもまだ 

行き届いていない地域があることや編成によって不便になって 

しまったなどの声も聴く。また安全運行や事故防止など引き続 

いての改善は必須であり、要望の強い市外駅への乗り入れなど 

も含め、今後もより市民に充実した「こまくる」の運営改善を 

望む。 

ア 昨今の路線別乗降客数の推移を問う。 

イ 昨今の事故や違反などの状況を問う。 

ウ 前回編成後の市民の声を問う。 

エ 市外周辺駅への乗り入れについて問う。 

オ 今後の課題について問う。 

 

（３）名鉄バス間内・岩倉線について 

駅までの市民の大事な足として、間内駅～岩倉駅路線を名鉄 

バスが運行しているが、路線を存続し続けるための策を問う。 

ア 現在の乗降客数を問う。 

イ 本市が補填している費用の推移を問う。 

ウ 乗降客数を増やす為の官民の取組を問う。 

エ 今後の課題を問う。 

 

（４）自動運転実証調査について 

今回新たに桃花台にて新車両による自動運転実証調査を実施 

したが、その結果と今後の展開を問う。 

ア 今回の実証調査結果を問う。 

イ 結果を踏まえ、課題を問う。 

ウ 今後の導入予定を問う。 

エ 今後導入に至った場合の運営方法を問う。 
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代表第２号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ ３ 
教育について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）小中学校の再編について 

現在、全国的に少子化が進み、児童生徒数が減り、学級数が 

減り、学校自体も統合されるなど再編が進んでいる。春日井市 

では、廃校となった学校をグルッポふじとうという児童館や交 

流センター、地域図書館として使用し親しまれている。また先 

日、会派行政調査で伺った八尾市では廃校を八尾市教育センタ 

ーとして不登校児童生徒支援や教職員の研修等の場として有効 

活用されていた。本市も小中学校再編の方針が打ち出されたが 

今後の動向について問う。 

ア 再編計画を問う。 

イ 課題を問う。 

ウ 各学校や地域での説明会実施は必須だが予定を問う。 

エ 再編された場合、遠方となる児童生徒の通学手段を問う。 

オ 再編での弊害対策で学校自由選択制導入の考えを問う。 

カ 再編され廃校となった学校跡地の利用予定を問う。 

キ 市内のフリースクールとの連携協力体制を問う。 

ク 教育長の所見を問う。 

 

（２）いじめ対策について 

Ｇ７各国の 10～19 歳の死因の１位が自殺なのは日本だけだ。 

小中学生の自殺者は令和５年に 513 人となり、いじめは時代が 

変わってもＳＮＳ等、形を変え、より陰湿で巧妙になっている。 

子どもの命を守る、居場所づくりは大切だ。会派行政調査で、 

いじめ対策の先進地の寝屋川市を視察したが、課を超えて市長 

直属の監察課を作り、教育・行政・法的アプローチでいじめの 

早期発見・予防・対策を実施し条例も制定し、いじめの早期発 

見に努め教員の負担も軽減された。本市においても、いじめゼ 

ロをめざし、取組を実施すると良いと思う。 

ア 昨今のいじめ件数を問う。 

イ 昨今のいじめの具体的事例を問う。 

ウ いじめに対して本市の対応マニュアルを問う。 

エ 本市も教育委員会以外で監察課を作り実効性を高める考え 

はないか問う。 

オ 寝屋川市はいじめ通報チラシを毎月配布して実績をあげて 

いるが本市も実施すると良いと考えるが所見を問う。 

 

 

※（３）へ続く 
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代表第２号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ ３ 
教育について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（３）教員不足について 

昨今、教員不足で教育現場の負担が増大し、対策が必要だ。 

ア 本市において教員の理想的な必要人数を問う。 

イ 教員不足における問題を問う。 

ウ 教員募集啓発など教員補充の対策を問う。 
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代表第２号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ ４ 
インフラ整備について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故は全国どの自治体でも起こ

り得る事故であり、本格的な復旧までに３年はかかると言われてい

る。 

これを機に、道路施設、上下水道の修繕など、本市においても早

急に市内危険箇所の調査や老朽インフラの整備・見直しが必要だ。

また、鉄道、バスも大事なインフラであり、安心安全な、市民が利

用しやすい、整備が必要だ。 

 

（１）老朽インフラ等への対策について 

ア 緊急自主点検が必要と考えるが考えを問う。 

イ 危険箇所が見つかった場合の対策を問う。 

ウ 本市には約 1,000ｋｍもの水道管があり、小牧市水道事業ビ 

ジョン・経営戦略では、計画期間 10 年で平均が年 1％以上の 

更新を目標としているが、これは更新を完了するのに 100 年か 

かると思うが、現在の進捗状況を問う。 

エ 修繕計画を実施した場合、1 年で 10km 計算になるが想定さ 

れる予算を問う。 

オ 修繕計画は実質厳しく、見直しが必要と思うが、どのように 

100 年 1,000ｋｍ計画を実現していくのか所見を問う。 

カ 道路施設のインフラについて、今後の具体的な修繕計画を問 

う。 

キ 本市には亜炭鉱廃坑があり、インフラ整備のためには陥没に 

も注意を払う必要があると思うが、亜炭鉱廃坑への対応等につ 

いて問う。 

ク 民間路線バスの利便性向上のため、道路渋滞対策が必要だ 

が、取組を問う。 
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代表第３号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ １ 
施政方針について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）市政運営について 

少子高齢化・人口減少の社会情勢の中で、本市の課題解決に 

向けた持続可能なまちづくりについて伺う。 

 

（２）都市ヴィジョンに基づく新事業創出について 

本市は、日本最大級のオープンイノベーション拠点である「ス 

テーションＡｉ」に入居されたが、今後の展開について伺う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
予算編成について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

（１）予算編成について 

厳しい財政状況の中、一般会計予算では過去最大規模の予算 

を計上されたが、その理由について伺う。 

 

（２）介護支援専門員支援事業について 

介護支援専門員等研修受講料補助制度の創設について伺う。 

 

（３）介護予防把握事業について 

ＡＩが、フレイル状態を検知する「ｅフレイルナビ」の導入 

について伺う。 

 

（４）５歳児健康診査事業について 

   言語理解や運動能力が向上し社会性が発達してくる５歳児に 

対しての健康診査事業について伺う。 

 

（５）体育館空調機設置事業について 

   市内小中学校の体育館に空調機を設置する計画についてその 

内容について伺う。 

 

(６) 業務効率化ツール導入事業について 

   業務効率化向上に向けた、システム導入について伺う。 
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代表第３号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
多様化する福祉ニーズへの対応について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）重層的支援体制整備事業について 

ア 包括的相談支援事業の取組について伺う。 

イ 参加支援事業の取組について伺う。 

ウ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業の取組について伺 

う。 

エ 地域づくり事業の取組について伺う。 

オ 多機関協働事業の取組について伺う。 

 

（２）地域福祉の相談・調整役である地域支え合い推進員について 

ア 配置状況について伺う。 

イ 活動状況を伺う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ４ 
カーボンニュートラルの実現に向けて 備 考 

 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 

  

（１）資源循環の推進について 

資源循環の取組について伺う。 

 

（２）地球温暖化対策について 

ア  ＬＥＤ化事業の推進について伺う。 

イ 住宅用地球温暖化対策について伺う。 

ウ 再生可能エネルギーの取組について伺う。 
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代表第３号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ ５ 
こども政策ＤＸの推進に向けた取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）保育ＤＸの推進について 

    具体的な取組について伺う。 

 

（２）母子保健ＤＸの推進について 

ア 保健センターにおけるＤＸの具体的な取組について伺う。 

イ 子育て世代包括支援センターにおけるＤＸの具体的な取組

について伺う。 

 

（３）放課後児童クラブＤＸの推進について 

   具体的な取組について伺う。 
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代表第４号 氏 名   安江 美代子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
物価高騰対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について 

 物価高騰対策に使うことが目的と思うが、令和６年度の交付         

金はどのような事業を実施していくのか問う。 

 

（２）市独自の対策について 

水道料金の減免、３歳児～５歳児の給食費・学校給食費の無 

償化等、市の財政を使いさらなる物価高騰対策をすべきと思う 

が見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

質 問 項 目 

№ ２ 
国民健康保険について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）令和７年度以降の保険税率等の見直しについて 

ア 具体的な見直し内容について問う。 

イ 所得別に令和７年度税額はどのようになるのか問う。 

ウ 18 歳までの均等割を廃止すべきと思うが、市が負担すると  

いくらかかるのか問う。 

エ 令和 11 年度には、１世帯あたり平均保険税が 1.4 倍になる 

と思うが市民負担が大きすぎると思う。見解を問う。 

 

（２）被保険者証について 

ア 短期被保険者証が廃止になったがどのように対応したのか 

問う。 

イ 資格証明書が廃止になったがどのように対応したのか問う。 

ウ いったん医療費の 10 割分を負担する「特別療養費」の対象 

者を増やさないようにする必要があると思うが、見解を問う。 
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代表第４号 氏 名   安江 美代子    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
子育て支援について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）保育園について 

ア 令和７年度、保育園等の利用申請者数について問う。 

イ それぞれ年齢別の内訳を問う。 

ウ 保育士不足の解消のため、令和２年度の公立保育園児童数を 

基準に正規保育士 45 名を５か年で採用していく計画であった 

が解消できたのか問う。 

エ 今後の正規保育士の採用計画について問う。 

 

（２）県の第２子保育料無償化について 

ア 対象人数を問う。 

イ 影響額について問う。 

ウ その財源も使い、３歳児から５歳児の給食費を無償化すべき 

ではないかと思うが見解を問う。 

 

（３）学校給食の無償化について 

完全無償化に向けた市の計画を問う。 

 

 

 
 

質 問 項 目 

№ ４ 
高齢者支援について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）買い物支援の現状と課題について 

ア 市と社協と民間事業者との協定で実施している移動販売の 

現状をどう評価しているか問う。 

イ 今後地域の要望にどう応えていくのか問う。 

 

（２）高齢者移動支援の現状と課題について 

ア 高齢者タクシー料金助成事業の利用対象者を見直すべきと 

思うが見解を問う。 

イ 住民主体の移動支援を今後どのように広めていくのか問う。 

ウ 移動支援をさらに充実するために、市と社協が協力して主体 

的に進めるべきと思うが、見解を問う。 
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代表第４号 氏 名   安江 美代子    

 

質 問 項 目 

№ ５ 
学校再編推進事業について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）学校再編計画における地域協議について 

ア 現在の進行状況を問う。  

イ 今後の予定を問う。 

  

（２）学校再編計画の検討内容について 

学校再編時の通学に関する検討項目としては、どのような点 

が考えられるか問う。 

  

（３）学校再編時のスクールバスの運行について 

運転手不足が言われているが、スクールバス運行の見通しに 

ついて問う。 

 

（４）学校統廃合の基準について 

「単純に学級数・児童生徒数だけによる学校統廃合」につい 

てどう考えるか見解を問う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 15 - 

 

 

個人第１号 氏 名   小川 真由美    

 

質 問 項 目 

№ １ 
がん検診の受診率向上について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）がん検診の受診率向上について 

がん検診の目的は、がんを早期に発見し、その後に続く診断 

および適切な治療に結びつけることによって、がんによる死亡 

を防ぐことです。また健診は、自身の健康な状態を認識、維持 

することで、健康寿命を延ばすことに繋がります。 

以前にも乳がん検診をはじめ、がん検診の質問は致しました 

が、現在のがん検診の受診率向上への取組を伺います。 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
史跡小牧山の整備と大手道について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）史跡小牧山の整備について 

ア 五段坂のその後の整備状況を伺います。 

イ 山北橋口から北駐車場口までの園路がデコボコであり、整備 

方針を伺います。 

 

（２）大手道について 

   令和７年２月 16 日の史跡小牧山大手道発掘調査現地説明会 

  に参加いたしました。市内外や県外からも参加いただき、多く

の方が説明を聴き、新たなる大手の登城路沿いの石垣と土、岩

盤からなる壁面を見て楽しみました。 

ア 史跡小牧山大手道発掘調査現地説明会の参加人数を伺いま 

す。 

イ 史跡小牧山大手道発掘調査現地説明会の成果を伺います。 

ウ 大手道から続く市役所内の城下町街路を示すラインのＰＲ     

の現状を伺います。 
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個人第１号 氏 名   小川 真由美    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
小牧シティマラソン大会について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

（１）小牧シティマラソン大会について 

今年で 35 回を迎えた小牧シティマラソン大会。 

私も毎年エントリーをして楽しく走っています。 

市民はもちろん、市外、県外からも参加されております。 

しかし、アフターコロナからの参加人数が、コロナ禍前の約 

６割で、参加費も高校生以下は値下げされましたが、一般の方 

は今年から２km は 500 円から 1,000 円になり、５km・10km は 

2,000 円から 3,000 円へ値上げされました。 

また以前行われていました、甘酒やえびいも汁のサービスも 

なく、寂しいイベントになったという多くの声を会場で聞きま 

した。 

ア 参加人数の今後の展望を伺います。 

イ 以前のようなサービス復活への考えを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ４ 

第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）につい

て 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

令和５年第１回定例会にて第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・

名古屋）について提案質問しました。その際は、小牧市としての参

加や取組、子どもたちへの周知や大会の関わり方について質問しま

した。会場となる小牧市スポーツ公園総合体育館の施設改修も行わ

れます。 

 

（１）周知や大会の関わり方について  

市民への周知や大会の関わり方について伺います。 

 

（２）施設利用について 

国際大会が実施できる状態にするための整備が行われます 

が、その際は利用が出来なくなるのか伺います。 
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個人第２号 氏 名   余語 智     

 

質 問 項 目 

№ １ 
中学校の地域連携による拠点校部活動について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）拠点校部活動について 

ア 現在の状況を問う。 

イ 生徒にはどのような効果があったのか問う。 

ウ 生徒の安全をどのように確保しているのか問う。 

 

（２）「中学校休日部活動地域連携・地域移行に関するアンケート」

について 

ア 内容を問う。 

イ アンケートの結果を公表するのか問う。 

ウ 休日部活動の参加費用の考え方を問う。 
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個人第３号 氏 名   山田 美代子    

   

質 問 項 目 

№ １ 
図書館の充実について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

 令和３年３月 27 日にグランドオープンした小牧市中央図書館は、

多くの人でにぎわっています。 

 私も利用しますが、市が責任をもって直接管理運営している点に

ついて良かったとつくづく感じているところです。 

 最近はＳＮＳ等で情報が溢れ、何が真実なのかという判断が難し

いこともあります。このような世の中だからこそ情報元が確かであ

る新聞や本の必要性が求められていると思います。 

 図書館の魅力を紹介しつつ、地域の公共図書館と学校図書館の更

なる充実を期待するものです。 

 

（１）中央図書館について 

ア 令和３年度からの来館者数を問う。 

イ 令和３年度からの貸出点数を問う。 

ウ 令和３年度からの貸出利用者数を問う。 

エ 令和３年度からのレファレンス件数を問う。 

オ 現在の蔵書数を問う。 

カ 電子書籍の利用状況を問う。 

キ 選書の方法を問う。 

ク 図書館司書の人数を問う。 

ケ 図書館司書の業務内容を問う。 

コ 業務委託職員の人数を問う。 

サ 業務委託職員の業務内容を問う。 

 

（２）学校図書館について 

ア 運営方法を問う。 

イ 学校図書館司書の配置状況を問う。 

ウ 学校図書館司書の業務内容を問う。 

エ 学校ごとの書籍購入費配当基準を問う。 

オ 新聞紙の配置状況を問う。 

カ 学校図書館の充実について市の見解を問う。 
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個人第４号 氏 名   猪飼 健治   

   

質 問 項 目 

№ １ 
上下水道事業について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）本市の水道事業について 

ア 「小牧市水道事業ビジョン・経営戦略」の主な課題は何か 

問う。 

イ 「小牧市水道事業ビジョン・経営戦略」見直しの今後のス 

ケジュールについて問う。 

ウ 県水の値上げの状況について問う。 

エ 水道事業の一般会計からの繰入状況について問う。 

オ 水道料金の改定について、現段階でどのように考えている 

か問う。 

 

（２）水道広域化とウォーターＰＰＰについて 

ア 水道広域化についての国と県の方針は何か問う。 

イ 本市における水道広域化に関する議論の進捗状況について 

問う。 

ウ 国がウォーターＰＰＰを進める理由は何か問う。  

エ ウォーターＰＰＰにおける契約期間について問う。 

  

（３）上下水道の安全性の確保に関して 

ア 埼玉県八潮市において、硫酸発生によると考えられる下水 

管の破損と道路の陥没事故が発生した。本市との下水道規模 

の違いについて問う。 

イ 現在の下水道の耐震化率の状況について問う。 

ウ 現在の上水道の耐震化率の状況について問う。 

エ 災害時の重要なライフラインである水道水の安定的な確保 

のために、事前に対応している点は何か問う。 

 

（４）水道水の有機フッ素化合物ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ検査について 

ア 本市に隣接する豊山町、北名古屋市などでも、水道水に 

50ng/L の暫定目標値を超えるＰＦＯＳ・ＰＦＯＡが検出され 

ているが、この状況についてどう考えているか問う。 

イ 令和８年４月より、ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡについては、「水質 

管理目標設定項目」から「水質基準項目」に格上げされる予 

定である。今後本市においても、原水の出口６か所それぞれ 

について、ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ検査を実施する考えはないか 

問う。 
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個人第５号 氏 名   加藤 晶子     

 

質 問 項 目 

№ １ 
安心して搾乳ができる環境づくりについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）安心して搾乳ができる施設の普及について 

公共施設をはじめ多くの施設において、必要な方が安心して 

搾乳できる環境づくりに取り組むべきと思うが、ご所見を伺う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
女性の健康づくりに関する取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）女性の健康課題と取組について 

ア 課題をどのように認識しているか伺う。 

イ 市の取組について伺う。 

ウ 「女性の健康週間」の取組について伺う。 

 

（２）更年期やＰＭＳ（月経前症候群）に関する支援体制について 

現在の市の取組について伺う。 

 

（３）市職員における制度や相談体制について 

ア 女性特有の健康課題に対する市における制度について伺う。 

イ 相談体制について伺う。 

 

（４）経済産業省が推進するフェムテックの促進について 

フェムテックとは、生理や更年期など女性特有の悩みや健康 

課題をテクノロジーで解決へと導く製品やサービスを指すが、 

働く女性のパフォーマンスの維持、向上のためにフェムケア製 

品やサービスの活用が期待されている。 

ア フェムテックに対する市の考え方について伺う。 

イ 今後の取組について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 21 - 

 

 

個人第６号 氏 名   佐藤 早苗   

 

質 問 項 目 

№ １ 
がん対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和５年に閣議決定された第４期がん対策推進基本計画には、「誰 

一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目 

指す。」との目標が掲げられています。そのうち「がん予防」「がんと

の共生」について推進していくことが大切だと考えます。 

 

（１）子宮頸がんＨＰＶワクチン接種について 

子宮頸がんＨＰＶワクチン接種の推移について伺います。 

 

（２）子宮頸がん検診と大腸がん検診の受診率向上策について 

ア 子宮頸がん検診の受診率について伺います。 

イ 子宮頸がん検診の細胞診とＨＰＶ検査単独法の違いについ 

て伺います。 

ウ ＨＰＶ検査単独法について導入する考えはないか伺います。 

エ 大腸がん検診の受診率について伺います。 

オ 大腸がん検診（郵送法）を導入する考えはないか伺います。 

 

（３）がん患者のアピアランスケアについて 

がん治療などに伴う外見の変化によって起こる様々な苦痛を 

和らげるためのケアをアピアランスケアといい、がんで苦しむ 

人たちの社会復帰や生活の質を向上させるために必要です。そ 

して、口腔がんを始めとする頭頸部がん等で身体の一部分を欠 

損した方に、医療用具として体表に取り付ける人工物（エピテ 

ーゼ）は、その精神的負担を緩和するのに有効です。 

がん患者医療用補整具購入費助成金交付事業にエピテーゼを 

加える考えはないか伺います。 
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個人第７号 氏 名   伊藤 皇士郎     

 

質 問 項 目 

№ １ 
小中学校の「探究的な学び」について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市は 2025 年度から、小中学校での探究的な学びを充実させるた

め、主要教科の授業時数を削減し「総合的な学習の時間」に上乗せ

することとなった。 

  

（１）授業の進め方について 

授業の具体的な進め方について伺う。  

 

（２）教員の負担について 

教員の働き方改革が進められている中であるが、新しい取組 

が始まることでの負担についてどのように考えているか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
健康寿命を伸ばすための姿勢の重要性について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 近年スマートフォンの利用やデスクワークなど、姿勢が悪くなる

要因が溢れている。姿勢が悪いと、痛みが発症し身体の不調が起こ

ることもあり、生活の質の低下につながることもある。そのため、

市民の健康を守るための取組が必要であると考える。 

  

（１）姿勢の重要性の認識について 

歩き方などを含めた姿勢の重要性の認識について伺う。 

 

（２）正しい姿勢を意識するための取組について 

将来にわたって筋骨格系障害を防ぐための正しい姿勢を意識 

するための取組について伺う。 
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個人第８号 氏 名   小沢 国大     

 

質 問 項 目 

№ １ 
小中学校の通学区域について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

学校再編の議論が進む中、開発等で新たに児童生徒が増えた地域

や当時は児童生徒がいたが大きく減少した地域もある。学校が自宅

から見える位置にあっても他の小中学校に通っているケースも聞く

ところである。小中学校の通学区域について以下の点を問う。 

  

（１）通学区域について 

ア 現在の通学区域となっている経緯について問う。 

イ どういった時に見直しを行っているか問う。 

 

（２）学校の指定変更について 

指定変更が可能な要件について問う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 

駅伝及びシティマラソンにおける走路の安全確保につ

いて 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市では、毎年１月にシティマラソン大会、12 月に駅伝大会が開

催されている。開催する為に、多くの方々にご協力をしていただき

大会が成立している。走路員として数年参加させてもらったが、毎

年のように現場で口論になる場面を見かける。走路の確保には、市

の職員をはじめ、警察や警備員、走路員と呼ばれるボランティアに

加え、近隣市町の方の理解も不可欠である。現状について問う。 

 

（１）走路について 

現在のコースは休日も稼働している工場地帯である箇所や、 

交通量が多い場所もあり、完全通行止めとならないタイミング 

もあるがコース設定について問う。 

 

（２）走路を確保する人員について 

ア 配置されている人員について問う。 

イ 各組織にどのような協力をしていただいているか問う。 

ウ 各大会に向けての事前打合せをどのように行っているか問 

う。 

 

（３）大会中のトラブルについて 

走路の安全性を確保する事が最優先となるが、トラブルが起 

きた時の対応について問う。 
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個人第８号 氏 名   小沢 国大   

 

質 問 項 目 

№ ３ 
地域協議会全小学校区設立に向けた取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

昨年 14 番目の地域協議会となる村中小学校区にも地域協議会が

設立され、残る箇所は、米野小学校区と小牧南小学校区となった。

地元からも早期設立の機運が高まっているところであるが、現状に

について以下の点を問う。 

  

（１）残りの小学校区の設立に向けた状況について 

   設立に向けた取組状況について問う。 
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個人第９号 氏 名   黒木 明     

 

質 問 項 目 

№ １ 
外国人労働者について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）労働に関する相談について 

ア 令和６年度において市に寄せられた相談件数について問う。 

イ 相談内容について問う。 

 

（２）技能実習生について 

技能実習生が失踪した場合の受入企業との連絡連携について 

問う。 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
埋葬について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）埋葬の状況について 

ア 埋葬許可条件を問う。 

イ 令和５年度、令和６年度の埋葬許可件数を問う。 
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個人第９号 氏 名   黒木 明     

 

質 問 項 目 

№ ３ 
学校給食について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）牛乳について 

ア 小・中学校別の令和５年度の残渣量を問う。 

イ 小・中学校別のアレルギー等による牛乳代替え対応の令和 

６年度の児童生徒数を問う。 
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個人第 10 号 氏 名   諸岡 英実     

 

質 問 項 目 

№ １ 

ライフプラン形成を支える金融リテラシーの向上につ

いて 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 

 労働環境の変化や物価上昇、少子高齢化による公費負担の増大な

ど、不確実性が増す社会の中で、安定したライフプランを形成し将

来のリスクに備えるためには、世代を問わず金融リテラシーの向上

が不可欠である。生活の安定だけでなく、自分らしい生き方や夢に

挑戦できる環境を整えるためにも、折に触れた市民一人一人のライ

フデザイン・ライフプラン形成支援を一層充実させ、教育機関だけ

でなく自治体や企業、地域が一体となって金融リテラシー向上支援

体制を整備していくことが求められる。 

 

（１）各年代に応じたライフデザイン・ライフプラン形成支援につ 

いて 

ア 子どもや若者への取組の現状を伺う。 

イ 小中学校での取組を伺う。 

ウ 若年世代以降の取組を伺う。 

 

（２）各年代に応じた金融リテラシーの向上について 

ア 小中学校での金融リテラシー教育の現状について伺う。 

イ 各年代に応じた金融リテラシー向上のための取組について 

伺う。 
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個人第 11 号 氏 名   大上 利幸     

 

質 問 項 目 

№ １ 
ウォーキングアプリ alko（アルコ）について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

ウォーキングアプリ alko（アルコ）は平成 28 年度から実施して

いる「健康いきいきポイント事業」の一環として、市が独自に開発

したスマートフォン専用のウォーキングアプリであり、市民や市内

在勤者の多くが利用され、とても喜ばれている素晴らしい事業であ

ると感じています。 

alkoには楽しく毎日ウォーキングを続けるため１日 5,000歩以上

で 10 ポイント獲得できる機能があります。しかし、毎年１月から３

月まではそのポイントが付与されず、市民の不満の声を伝えていま

すが改善されていないのが現状です。 

 

（１）alko の現状について 

ア 利用者数の推移を伺います。 

イ ポイント交換者数の推移を伺います。 

ウ 事業費の推移を伺います。 

エ 事業の効果を伺います。 

 

（２）alko の課題について 

ア 毎年１月から３月までポイントの付与がされない問題の対 

策を伺います。 

イ アプリに対するその他の課題を伺います。 

 

（３）alko の今後の取組について 

ア 利用者の魅力度・利便性向上に向けた取組を伺います。 

イ アプリの単独事業ではなく、健康生きがい支え合い推進部の 

他の事業との連携が必要だと思うが所見を伺います。 
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個人第 11 号 氏 名   大上 利幸     

 

質 問 項 目 

№ ２ 
大草地区の歩道整備について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和６年第３回定例会の一般質問「大草地区の道路整備について」

において、「都市計画道路桃花台高蔵寺線の事業が中断されている、

県道荒井大草線はすでに用地取得した部分について歩行者の安全確

保を図るため平成 26 年度に暫定的な歩道整備を実施するとともに、

買取の申出があった用地は今年度も買収を実施している」と答弁を

頂いております。 

しかし、平成 26 年度から約 10 年たった今でも県道荒井大草線で

は、大型車（トラック・バス）の通行が多く、道路幅が十分でない

状況でも歩道が未整備であり、特に児童生徒（春日井方面通学の高

校生）と高齢の通行者が危険にさらされているのが現状です。 

 

（１）県道荒井大草線の通行者の安全確保について 

ア 県道荒井大草線の未整備で危険な歩道整備の進捗を伺いま 

す。 

イ この危険な歩道の未整備箇所において通行者の安全を確保 

するために、小牧市から愛知県に対し行う今後の取組について 

伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


